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4.研究成果
<研究の目的>
本研究は、中国 ,四国地方の主要な肺癌診療施設と協働し、ネットワーク構築の上、肺癌の

診療実態を明らかにすることを主目的とする。これを以て私達の診療行為に対する包括的把

握・気づきに繋げ、今後のよ
′
り適切な診療行動変様が期待でき、ひいては、中国。四国地区

全体の肺癌診療成績の底上げ・均てん化、及び、社会的。学術的貢献又は地域医療発展に資

するものである。

<研究の概要>         「   、
研究デザイン : 既存情報のみを用いる介入なし・侵襲なしの前向き大規模観察研究
対象 : 病理学的に肺癌の診断が得られている患者
主要評価項目 : 各病期における抗がん治療の実施状況         ′

方法 : 各施設で診療が行われた対象患者の診療情報を抽出の上、データベース登録 (患者
レジストリ構築)を行う。得られた診療情報を元に、記述疫学的解析を行い、診療の内容や

その経年傾向・地区別の特性などを統計学的に明らかにする。これらデァタを用いてエビデ

ンスプラクティスギャップを検討する。

予定対象症例数 :肺癌患者 2000例程度

研究期間 :2016年 10月 1日 ～2018年 9月 30日 の2年間

研究機関 :中国 。四国地区の肺癌診療に携わる約 30主要施設 (10大学病院含)

<当該年度の研究実績>
上記の研究計画に沿って、2016年 10月 より研究を開始した。

○実施計画書、および、患者説明同意文書を作成した。

○倫理審査委員会へ申請し、承認を得た。

○各参加施設へも倫理申請を促し、順次当該施設の倫理審査委員会への具申の上:中国・四

国地区を中心に計 25施設で承認を得た。

○電子的症例報告用紙 (electric data tapture)シ ステムを構築すべく、レッドキャップ③

と個別契約を締結した。                          ′

<今後の取り組み>
次年度も引き続き研究を継続していく。 ,

なお次年度以降も適切に事業報告 。会計報告を行う。

<実施期間が複数年に渡る理由>
規定の研究を実施するにあたり、複数年にわたるデータ収集を要するため、実施期間は複数

年に渡る見込みである。

―-2-



5。 研究報告 (当協会からの助成に関わる日頭発表、紙上発表等)

該当なし。
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6.助成金の使途
項    目 金額 (千円) 内 容 ・ 内 訳

材 料 費

機械器具費

会 議 費

旅 費

アルハ'イト謝金

そ の 他

164

133

3

研究協力者との打ち合わせのため

会議参加者 (10名 )に対する旅費

郵便代

合    計 300
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